
市役所 旭台
会館

城南
地区

公民館
龍神山

霊園
八郷
総合
支所

自然
休養村
センター

恋瀬
出張所

園部
出張所

簡易測定器
（地上 1m）

10/ 2 火 0.143 0.149 0.192 0.157 0.125 0.169 0.100 0.112
3 水 0.123 0.162 0.190 0.144 0.121 0.178 0.105 0.130
4 木 0.151 0.147 0.169 0.148 0.119 0.160 0.105 0.103
5 金 0.144 0.140 0.184 0.143 0.146 0.179 0.099 0.112
9 火 0.147 0.154 0.182 0.145 0.142 0.178 0.103 0.124

10 水 0.111 0.159 0.164 0.157 0.123 0.173 0.111 0.127
11 木 0.137 0.154 0.180 0.141 0.127 0.169 0.098 0.114
12 金 0.147 0.142 0.175 0.143 0.123 0.160 0.109 0.131
15 月 0.146 0.148 0.169 0.140 0.117 0.160 0.092 0.106
16 火 0.142 0.173 0.179 0.150 0.126 0.184 0.103 0.120

●最新の測定結果は、市のホームページで見ることができます。　http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

10 月第１週 10 月第２週
地上 1m 地表 地上 1m 地表

石岡中学校 0.114 0.131 0.117 0.114
府中中学校 0.175 0.191 0.171 0.190
城南中学校 0.137 0.141 0.136 0.140
国府中学校 0.134 0.143 0.132 0.131
園部中学校 0.170 0.175 0.161 0.176
有明中学校 0.074 0.078 0.074 0.086
柿岡中学校 0.100 0.108 0.091 0.104
八郷南中学校 0.108 0.121 0.104 0.139

10 月第 1 週 10 月第 2 週
地上 0.5m 地表 地上 0.5m 地表

石岡小学校 0.140 0.145 0.151 0.126
府中小学校 0.139 0.151 0.137 0.142
高浜小学校 0.160 0.160 0.155 0.152
東小学校 0.123 0.152 0.119 0.136
三村小学校 0.129 0.141 0.133 0.143
関川小学校 0.164 0.170 0.165 0.188
北小学校 0.151 0.170 0.157 0.182
南小学校 0.154 0.188 0.147 0.169
杉並小学校 0.137 0.142 0.134 0.121
園部小学校 0.150 0.160 0.149 0.154
東成井小学校 0.140 0.168 0.147 0.149
瓦会小学校 0.097 0.110 0.101 0.107
林小学校 0.098 0.108 0.096 0.106
恋瀬小学校 0.094 0.089 0.091 0.088
葦穂小学校 0.116 0.115 0.117 0.130
吉生小学校 0.118 0.107 0.113 0.127
柿岡小学校 0.134 0.135 0.122 0.122
小幡小学校 0.131 0.125 0.120 0.119
小桜小学校 0.146 0.144 0.134 0.134

保育所
など

測定値（園庭中央）　
10 月第１週 10 月第 2 週

地上 0.5m 地表 地上 0.5m 地表
第１保育所 0.142 0.189 0.152 0.145
第２保育所 0.152 0.190 0.156 0.178
園部保育所 0.113 0.137 0.122 0.134
みなみ保育所 0.142 0.190 0.157 0.153
やさと中央保育所 0.167 0.162 0.125 0.118
石岡明照保育園 0.076 0.087 0.091 0.116
泉ケ丘保育園 0.123 0.145 0.138 0.150
国分台ふたば保育園 0.116 0.157 0.114 0.171
ひかり保育園 0.121 0.146 0.106 0.133
わかくさ保育園 0.146 0.205 0.145 0.179
しらゆり保育園 0.136 0.130 0.109 0.095
そとの保育園 0.080 0.073 0.068 0.068
石岡ひまわり保育園 0.171 0.195 0.179 0.231
りんりん保育園 0.155 0.193 0.143 0.147
ことりの森保育園 0.083 0.086 0.088 0.089
児童館 0.129 0.143 0.125 0.111
児童センター（入口） 0.111 0.102 0.100 0.090

私立公立
PA-1000 Radi測定器

※掲載は園庭中央ですが、園庭の四隅と砂場も
測定しています。ホームページで確認できます。

市内各施設の
　　　放射線量

測定器：簡易測定器　単位：マイクロシーベルト／時

10月２日～
　　　16日

●問い合わせ　放射線対策室　☎ 23-1111（内線 141）

PA-1000 Radi

平日毎日測定主な公共施設

測
定
日

測
定
場
所

測定値（園庭中央）
10 月第 1 週 10 月第 2 週

地上 0.5m 地表 地上 0.5m 地表
府中幼稚園 0.142 0.101 0.143 0.120
国分寺幼稚園 0.171 0.130 0.163 0.133
石岡善隣幼稚園 0.108 0.109 0.117 0.129
ばらき台幼稚園 0.114 0.133 0.117 0.122
石岡幼稚園 0.115 0.123 0.110 0.099
恋瀬ほしのみや幼稚園 0.083 0.086 0.088 0.089
八郷幼稚園 0.109 0.122 0.098 0.121
東幼稚園（園庭） 0.148 0.177 0.140 0.137

幼稚園私立公立
PA-1000 Radi測定器

10 月第２週

地表 地上
0.5m

地上
1m

国府地区公民館 0.142 0.128 0.139
芦穂地区多目的研修センター 0.137 0.115 0.123
瓦会地区多目的研修センター 0.115 0.109 0.111
石岡学校給食センター 0.275 0.207 0.206
農村資料館 0.123 0.085 0.099
ふれあいの里石岡 ひまわりの館 0.192 0.147 0.157
まちかど情報センター 0.103 0.098 0.111
常陸風土記の丘 0.177 0.163 0.157
茨城県フラワーパーク 0.164 0.144 0.162
つくばねオートキャンプ場 0.169 0.131 0.120
朝日里山学校 0.213 0.165 0.171
石岡運動公園 0.203 0.159 0.167
八郷総合運動公園 0.081 0.081 0.096
柏原野球公園 0.220 0.198 0.178
柏原サッカー公園 0.102 0.092 0.101
小井戸運動広場 0.158 0.149 0.143
国府公園 0.194 0.172 0.207
石岡ステーションパーク 0.117 0.116 0.109
いしおかイベント広場 0.120 0.113 0.118
やさと温泉ゆりの郷 0.163 0.126 0.124
柏原池公園 0.210 0.190 0.184
八軒向第 3 公園 0.160 0.178 0.187
フローラル西公園 0.220 0.154 0.154
ばらき台第２公園 0.114 0.145 0.134
池の台住宅記念碑 0.172 0.148 0.138

主な公共施設
毎月第２・４週測定

PA-1000 Radi・TCS-172B測定器

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

※国における放射線量の基準値は地上 1 ｍで 0.23μSv 以下です。子どもの場合の基準値は地上 0.5 ｍで 0.23μSv 以下となります。

　９　 広報いしおか 11 月 1 日号  №１７０

中学校

Ａ 2700
測定器

小学校

Ａ 2700
測定器



景
観
に
配
慮
し
た

  
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

市
内
全
域
を
景
観
計
画
区
域
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
朝
日
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
な

ど
に
よ
り
、
乱
開
発
が
特
に
懸
念
さ

れ
る
朝
日
地
区（
辻
、柴
内
、菖
蒲
沢
、

仏
生
寺
、
小
野
越
、
中
山
地
区
、
フ

ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
沿
道
、
ふ
る
さ
と
農

道
の
一
部
の
両
側
１
０
０
ｍ
）は「
先

導
的
な
景
観
形
成
地
区
」
と
し
て
重

点
的
に
景
観
形
成
を
図
り
ま
す
。

・
景
観
資
源
を
つ
な
ぐ
骨
格
を
生
か

し
た
景
観
づ
く
り

・
自
然
、
歴
史
、
文
化
そ
れ
ぞ
れ
の
資

源
を
活
用
し
た
地
域
の
景
観
づ
く
り

・
協
働
に
よ
る
景
観
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
の
推
進

　

一
定
基
準
以
上
の
建
築
物
の
新
築

や
増
築
、
工
作
物
の
新
設
や
増
築
、

開
発
行
為
な
ど
に
対
し
て
届
け
出
を

義
務
付
け
、
派
手
な
色
彩
の
使
用
を

制
限
し
ま
す
。

　

地
域
の
良
好
な
景
観
を
形
成
す
る

う
え
で
重
要
な
建
造
物
や
樹
木
を
指

定
し
、
保
全
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

景
観
形
成
の
基
本
方
針

建
築
行
為
等
の
制
限

景
観
重
要
建
造
物
・

　
　
　
樹
木
の
指
定
方
針

景
観
計
画
の
区
域

平
成
24
年
11
月
１
日

■
問
い
合
わ
せ

・
届
出
の
方
法
や
手
続
き
に
つ
い
て

　

建
築
住
宅
指
導
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
２
）

・
景
観
計
画
や
規
制
内
容
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

　

 http://w
w
w.city.ishioka.lg.jp/

● 

景
観
形
成
基
本
方
針
図 

●

計
画
・
条
例
の
施
行
日

 「
石
岡
市
景
観
計
画
」
を
策
定

 

市
は
、
本
年
３
月
に
景
観
法
に
基

づ
く
景
観
行
政
団
体
と
な
り
、
景
観

計
画
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
「
石
岡
市
景
観
計
画
」

が
完
成
し
、
こ
れ
と
合
わ
せ
、
11
月

１
日
か
ら
「
石
岡
市
景
観
条
例
」
を

施
行
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
景
観
計
画
に
基
づ
き
、

良
好
な
景
観
の
形
成
に
向
け
て
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

景
観
計
画
、
景
観
条
例
は
平
成
24
年
11
月
１
日
か
ら
全
面
施
行

に
な
り
ま
す
。

　

11
月
１
日
以
降
に
条
例
に
規
定
す
る
規
模
の
建
築
物
の
建
築
等

を
行
う
予
定
の
あ
る
市
民
や
事
業
者
は
、
事
前
に
市
へ
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
建
築
住
宅
指
導
課
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
条
例
な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

建築などを
予定している人へ

ＨＰ

広報いしおか11月1日号  №１７０　１０



八郷都市計画区域内に
  特定用途制限地域を指定

　

特
定
用
途
制
限
地
域
と
は
、
都
市
計
画
区
域
内
の
用
途

地
域
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
区
域
に
お
い
て
、
そ
の
良
好

な
環
境
の
形
成
お
よ
び
保
持
の
た
め
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
て
合
理
的
な
土
地
利
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
特
定

の
建
築
物
や
工
作
物
の
用
途
を
制
限
す
る
地
域
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
11
月
１
日
か
ら
八
郷
都
市
計
画

区
域
内
の
う
ち
、
用
途
地
域
の
指
定
の
あ
る
柿
岡
地
区

を
除
く
全
域
を
、
都
市
計
画
に
よ
り
特
定
用
途
制
限
地

域
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
用
途
制
限
地
域
内
に
お
け
る
詳
細
な
制

限
内
容
を
定
め
た
「
石
岡
市
特
定
用
途
制
限
地
域
に
お

け
る
建
築
物
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例
」
を
同
日
か
ら

施
行
し
ま
す
。

　

特
定
用
途
制
限
地
域
は
、
二
つ
の

エ
リ
ア
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

◆
自
然
景
観
保
全
地
区

・
辻
、
柴
内
、
菖
蒲
沢
、
仏
生
寺
、

小
野
越
、
中
山
地
区

・
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
沿
道
、
ふ
る
さ

と
農
道
沿
道
の
両
側
１
０
０
ｍ
区
域

◆
田
園
居
住
地
区

・
自
然
景
観
保
全
地
区
、
用
途
地
域

（
柿
岡
地
区
）

を
除
く
八
郷
都

市
計
画
区
域
全

域 指
定
す
る
区
域

制
限
さ
れ
る
建
築
物
の
概
要

　

制
限
さ
れ
る
建
築
物
は
、
区
域
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◆
自
然
景
観
保
全
地
区

・
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
の
風
俗
施
設

・
マ
ー
ジ
ャ
ン
屋
な
ど
の
遊
戯
施
設

・
ホ
テ
ル
な
ど

・
１
０
０
０
㎡
を
超
え
る
店
舗
な
ど

・
１
０
０
０
㎡
を
超
え
る
工
場

・
危
険
性
や
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
恐

れ
が
あ
る
工
場

・
危
険
物
の
貯
蔵
・
処
理
施
設

※
ほ
か
に
も
、
自
然
景
観
保
全
地
区

で
は
、
一
部
の
工
作
物
が
制
限
さ
れ

ま
す
。

◆
田
園
居
住
地
区

・
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
の
風
俗
施
設

・
マ
ー
ジ
ャ
ン
屋
な
ど
の
遊
戯
施
設

・
３
０
０
０
㎡
を
超
え
る
店
舗
な
ど

既
存
の
建
築
物
に
対
す
る

　
　
　
　
　   

制
限
の
緩
和

　

法
の
規
定
に
よ
り
、
条
例
の
適
用

を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
範
囲
内
で
の
増
築
ま
た
は
改

築
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

罰
則

　

条
例
に
違
反
し
た
場
合
は
、
50
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

建
築
基
準
法
で
、
１
・
８
ｍ
以
上

４
ｍ
未
満
の
道
路
に
接
す
る
敷
地
に

建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
に
は
、
道

路
の
中
心
線
か
ら
２
ｍ
後
退
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
退
す
る
敷
地
内
に
塀
や
生

け
垣
な
ど
が
あ
れ
ば
、
撤
去
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
撤
去
費
用
の

補
助
な
ど
の
制
度
を
設
け
、
狭
い
道

路
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
後
退
用
地
に
係
る
制
度

・
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
の
補
助

・
分
筆
登
記
費
用
の
補
助

・
買
い
取
り
ま
た
は
寄
付
受
け
入
れ

■
問
い
合
わ
せ  

建
築
住
宅
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

3mの
狭い道路

道路中心線
から2m
後退

道路中心線

塀などの
移設

高
さ
１
・
５
ｍ

高
さ
１
・
２
ｍ

後退用地 枝張りを考えて
30cm敷地内に

生
け
垣

建
築
物

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
協
力
を

　
塀
や
生
け
垣
の

　
　
　
移
設
に
補
助

■
問
い
合
わ
せ

・
条
例
の
内
容
に
つ
い
て

建
築
住
宅
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

・
都
市
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

都
市
計
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）

１１　 広報いしおか11月1日号  №１７０

例



安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

市
民
大
会
に
８
０
０
人

▲不当要求への対処法を寸劇で披露する警察署員（石岡市民会館）

社
明
運
動
市
推
進
委

員
会
が
啓
発
活
動
を

　

８
月
26
日
、
市
と
警
察
署
、
教
育

委
員
会
主
催
で
、
暴
力
団
排
除
条
例

施
行
１
周
年
を
記
念
し
た
「
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会
」
を
石

岡
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
防
犯
の
関
係
者
や
市
民
な
ど

約
８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
主
催
者
や
来
賓
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
県
暴
力
追
放
推
進
セ

ン
タ
ー
の
塚
田
正
専
務
理
事
の
「
断

ち
切
る
勇
気
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
警
察
署
員
に
よ
る
寸

劇
で
は
、
暴
力
団
組
員
か
ら
不
当
要

求
を
受
け
た
時
の
対
処
法
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
石

岡
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
恐
れ
な
い
、
資
金
提
供

を
し
な
い
、
利
用
し
な
い
、
社
会
的

に
非
難
さ
れ
る
関
係
を
持
た
な
い
」

こ
と
を
宣
言
し
、
今
後
も
暴
力
団
排

▲開会式の様子（ばらきサッカークラブ碁石沢グラウンド）

先
祖
の
御
霊
を
供
養

「
真
家
み
た
ま
お
ど
り
」

　

ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
（
ト
ー
マ
ス

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
高
校
）
な
ど
25
人

が
、
８
月
15
、
16
日
に
市
内
各
施
設

を
訪
れ
、
大
震
災
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
政
府
が

進
め
る
「
キ
ズ
ナ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
校
生
た
ち
は
、
市
内
各
所
で
震

災
時
の
様
子
や
風
評
被
害
、
復
興
な

ど
に
つ
い
て
講
話
を
聞
い
た
り
、
歴

史
や
文
化
、
産
業
な
ど
へ
の
震
災
の

影
響
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
地
元
の

人
や
同
世
代
の
学
生
た
ち
と
交
流
を

図
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
か
ら
「
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
、
自
分
た
ち
が
周
囲
に
伝
え
る
番
だ

と
思
う
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

石
岡
市
推
進
委
員
会
で
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

地
域
社
会
を
築
こ
う
と
、
７

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
街
頭

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
５
か

所
で
啓
発
活
動
を
行
い
、
約

除
活
動
を
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。　

▲伝統の舞を披露する踊り子（福寿院境内）

　

８
月
15
日
に
「
真
家
み
た
ま
お
ど

り
」
が
、
八
郷
地
区
真
家
の
寺
院
や

新
盆
の
家
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
・
県
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
こ
の
踊

り
は
、
先
祖
の
御
霊
を
供
養
す
る
も

の
で
、
真
家
地
内
に
代
々
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
訪
れ
、
会
場
内
は
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
途
中
、
突
然
の
雨
に
降
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
揃
い
の
衣

裳
と
花
笠
を
身
に
つ
け
た
踊
り
子
た

ち
は
、
太
鼓
や
笛
に
合
わ
せ
て
厳
か

に
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
ら

が
石
岡
市
を
訪
問

▲朝日里山学校での柴山さんの講和

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
に
、
ば
ら
き
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
碁
石
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
社
会
と
の
絆

や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
目
指
し
「
第

１
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

キ
ッ
ク
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

ら
１
１
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
Ｐ
Ｋ

合
戦
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
観
戦
者
に
推
進
委
員

が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
用
品
の
う
ち
わ
を

手
渡
し
な
が
ら
、
本
運
動
へ
の
理
解

と
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

声
援
を
送
っ
て
い
た
女
性
は
「
子

ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝
。
み
ん
な
で

協
力
し
て
明
る
い
社
会
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

暴
力
団
排
除
条
例
施
行
１
周
年
記
念

被
災
地
訪
問
プ
ロ
グ
ラ
ム
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鎮
魂
と
復
興
へ
の
祈
り

を
込
め
て

　

８
月
25
日
、
今
年
で
２
回
目
と

な
る
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
石
岡

２
０
１
２
」
が
、
柏
原
池
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
震
災
で
失
わ
れ
た
尊

い
命
の
鎮
魂
を
祈
り
、
被
災
か
ら
の

復
興
な
ど
を
誓
お
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
関

係
者
や
市
民
な
ど
約
４
０
０
人
が
参

加
し
て
、
１
０
０
０
個
以
上
あ
る
手

▲キャンドルが灯された会場（柏原池公園）

作
り
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ン
ド
ル

を
会
場
内
に
並
べ
、点
灯
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ
れ
た
会
場
は
、

厳
か
で
幻
想
的
な
雰
囲
気
と
な
り
ま

し
た
。キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
の
中
で
、

参
加
者
全
員
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た

後
、
合
唱
や
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
福
島
県
か
ら
避
難
し
て

い
る
中
学
生
が
、
そ
の
思
い
を
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、全
員
で「
花
は
咲
く
」「
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

▲獅子の巡行に泣き出す子どもや写真に収める見物人

カ
ラ
オ
ケ
の
収
益
金
を
交

通
遺
児
育
英
基
金
に
寄
付

Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
野
の
「
大
地

の
め
ぐ
み
」
オ
ー
プ
ン

　

９
月
１
日
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ

ス
駅
西
口
広
場
で
「
ふ
る
さ

と
田
中
み
こ
し
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」

の
紹
介
と
、
市
の
農
産
品
や

「
い
し
お
か
サ
ン
ド
」
を
販

売
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
田
中

み
こ
し
祭
り
の
実
行
委
員
会

の
中
に
石
岡
市
出
身
の
人
が

お
り
、
２
週
間
後
に
開
催
さ

れ
る
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」

▲直売所入口で行われたテープカット

柏
市
で
石
岡
の
お
ま
つ

り
や
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

東
日
本
大
震
災
へ
の
寄
付
な
ど

災
害
へ
の
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
同
募
金
へ

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
友
の
会

・
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
石
岡
２
０
１
２

実
行
委
員
会

・
江
畑
志
津
江

＊
10 
月
５
日
現
在

　

     （
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

８
月
29
日
、
オ
カ
ダ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ス
タ
ジ
オ
同
好
会
（
日
野
あ
き
ら

会
長
）
か
ら
、
石
岡
地
区
交
通
安
全

対
策
推
進
協
議
会
の
交
通
遺
児
育
英

基
金
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ

大
会
の
収
益
金
の
一
部
４
万
１
２
２

円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
交
通
事
故
で
親
を

亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち
の
育
英
資
金

と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

▲写真左から同好会の日野会長、岡田さ
ん、市長、推進協議会の木名瀬委員

オ
カ
ダ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ
同
好
会

や
市
の
農
産
品
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
祭

り
に
参
加
し
て
は
ど
う
か
と
の
誘
い

が
あ
り
、
実
現
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
内
を
石
岡
の
獅
子
や

山
車
が
巡
行
す
る
と
、
見
物
人
か
ら

大
き
な
歓
声
や
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。ま
た
、子
ど
も
や
そ
の
親
た
ち
が
、

楽
し
そ
う
に
山
車
を
押
し
た
り
綱
を

引
い
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

持
参
し
た
農
産
品
や
「
い
し
お
か

サ
ン
ド
」は
、す
べ
て
完
売
し
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
野
（
金

井
一
夫
組
合
長
）
が
、
南
台
の
本
店

敷
地
内
に
農
産
物
直
売
所
「
大
地
の

め
ぐ
み
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

農
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
地
元

産
の
新
鮮
野
菜
が
並
ぶ
ほ
か
、
こ
れ

ら
の
食
材
を
使
っ
た
惣
菜
を
扱
う

「
惣
菜
工
房 

か
あ
ち
ゃ
ん 

か
ふ
ぇ
」、

地
元
産
の
小
麦
粉
を
使
っ
て
焼
い
た

手
作
り
パ
ン
工
房
「
こ
む
ぎ
や
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
、
セ
レ
モ
ニ
ー
後
に
直
売
所

が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
新
鮮
な
野
菜

や
惣
菜
、
パ
ン
な
ど
を
買
う
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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こ
れ
か
ら
の
季
節
、
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
空
気
も
乾
燥
し
て
く
る
た
め
、
例
年
、
火
の
取

り
扱
い
の
不
注
意
に
よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
全
国
統
一
標
語
『
消
す
ま
で
は 

出
な

い
行
か
な
い 

離
れ
な
い
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

● 

住
宅
防
火
対
策

● 

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

● 

特
定
防
火
対
象
物
な
ど
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

● 

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

を
重
点
目
標
と
し
、
11
月
９
日
〜
15
日
ま
で
秋
の
火
災
予
防

運
動
を
行
な
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
死
者
数
は
、
建
物
火
災

全
体
の
約
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
主
な
原
因
は
「
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
市
で

も
、
石
岡
市
火
災
予
防
条
例
の
施
行
に

よ
り
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、
す
べ

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
煙

感
知
器
）の
設
置
を
義
務
化
し
ま
し
た
。

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
住
宅
は
、
早
め

に
設
置
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置
に

よ
り
、
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義
務

化
に
伴
い
、
県
内
で
も
訪
問
販
売
な
ど

不
適
正
販
売
の
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
願
い
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

　石
岡
消
防
署 

☎
２
３
・０
１
１
９　

八
郷
消
防
署 

☎
４
３
・６
４
９
１

消
す
ま
で
は 

出
な
い
行
か
な
い 

離
れ
な
い

11
月
９
日
〜
15
日　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

【
四
つ
の
対
策
】

　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

　

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

　

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

ポイント

４
ポイント

５
ポイント

６
ポイント

７

火
災
か
ら
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

【
三
つ
の
習
慣
】

　

寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

　

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

ポイント

１
ポイント

２
ポイント

３

購入の目安
（NSマーク）

住宅用火災警報器

　

市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
（
有
料
）

枠
を
９
枠
設
け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
掲
載
く
だ
さ
い
。

❖ 

広
告
掲
載
の
概
要 

❖

◆ 

掲
載
の
期
間

　

原
則
１
か
月
単
位
で
、
最
長
12
か

月
ま
で
。
再
掲
載
も
可
能
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

　
　
　
　
　
　

随
時
募
集
中
！

ぜ
ひ
、
掲
載
く
だ
さ
い
！

▲ホームページのトップページ ▲広告掲載枠

◆ 

広
告
の
規
格

・
大
き
さ
…
縦
50
ピ
ク
セ
ル
×
横

１
２
０
ピ
ク
セ
ル

・
形
式
…
Ｇ
Ｉ
Ｆ(

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
可
）、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ

・
デ
ー
タ
容
量
…
10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

◆ 

広
告
料
（
掲
載
１
か
月
に
つ
き
）

　

１
枠
１
万
円
（
全
９
枠
）　

◆ 

掲
載
で
き
な
い
も
の

　

政
治
や
宗
教
団
体
、
お
よ
び
そ
の

活
動
に
か
か
わ
る
も
の
や
、
公
共
の

秩
序
や
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の

な
ど
は
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

◆ 

申
込
方
法

　

広
告
掲
載
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
、
秘
書
広
聴
課
に
あ
り

ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.ishioka.lg.jp/

）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
広
聴
課

　

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

特
定
防
火
対
象
物
な
ど
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

ポイント
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児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚

な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
と
生
計

を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育

し
て
い
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）

に
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
に
よ
り
支
給
制
限

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
支
給
要
件
に

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
裁

判
所
か
ら
の
保
護
命
令
が
出
さ
れ
た

場
合
が
加
わ
り
ま
し
た
。

３ 

人
２ 

人
１ 
人

対
象
児
童
数

４
万
９
４
３
０
円

４
万
６
４
３
０
円

４
万
１
４
３
０
円

月
額
支
給
額

児
童
扶
養
手
当
の

　
　
支
給
対
象
と
な
る
児
童

児
童
扶
養
手
当
が

　
　
支
給
さ
れ
な
い
場
合

手
当
の
支
給
額

11
月
20
日
特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

家
庭
内
の
問
題
、
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
、

い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
や
差
別
的
扱
い
な
ど
、

人
権
問
題
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
日
時　

11
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

＊
会
場　

八
郷
総
合
支
所

　
　
　
　

１
階
１
０
３
会
議
室

＊
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
６
４
）

あ
な
た
１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

す
べ
て
の
人
に
人
権
は
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
人
権
を
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

水
戸
地
方
法
務
局
と
茨
城
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
平
成
12
年
度

か
ら
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
女
性

の
人
権
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
悩

み
を
も
っ
た
女
性
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
専
用
の
電
話
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　

職
場
で
の
男
女
差
別
や
セ
ク
ハ

ラ
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
＊
期
間　

11
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
18
日
（
日
）

＊
時
間　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
７
時

※
土
日
は
、午
前
10
時
〜
午
後
５
時
。

＊
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

＊
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　

法
務
局
職
員

＊
問
い
合
わ
せ　

　

水
戸
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
９
・
２
２
７
・
９
９
１
９

提出しましたか？
児童扶養手当の現況届
～児童扶養手当は、ひとり親家庭の
　　　　　児童に支給される手当です～

　

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
者
は
、
毎

年
８
月
に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
、
支

払
い
が
一
時
停
止
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
受
給
資
格
を
喪
失
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問い合わせ　
こども福祉課　       
☎ 23-1111（内線 163）

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
て
い
る

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い
る

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
の
状

態
に
あ
る

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い

⑤
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
、
１
年

以
上
遺
棄
し
て
い
る

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
て
い
る

⑦
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
、
１
年
以

上
刑
務
所
な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し

た⑨
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
当
時
の
事

情
が
不
明
で
あ
る

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

②
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き

③
遺
族
補
償
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き

④
児
童
福
祉
法
上
の
里
親
に
委
託
さ

れ
て
い
る
と
き

⑤
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
（
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場
合

も
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
と
き

⑥
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

な
ど

※
３
人
目
以
降
は
３
０
０
０
円
ず
つ

加
算
さ
れ
ま
す
。

【
一
部
支
給
の
場
合
】

　

一
部
支
給
の
手
当
額
は
、
月
額

４
万
１
４
２
０
円
か
ら
９
７
８
０
円

ま
で
細
か
く
設
定
さ
れ
ま
す
。

【
全
部
支
給
の
場
合
】

１５　 広報いしおか11月1日号  №１７０
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